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東日本大震災・福島第一原発事故から 7年 

0311 原発ゼロ☆国会前大集会 

 -福島・共に未来へ- 
【日時】2018年 3月 11日（日）17:00～19:00 

【場所】国会正門前（南庭）＆首相官邸前 

 ＜国会正門前エリア＞著名人や政治家をゲストスピーカーに迎えた集会 

 ＜首相官邸前エリア＞コール中心の抗議 

【主催】首都圏反原発連合 【参加者数】5000人  
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3 . 1 1 を  

Vol.20  
2018年 4月 8日発行 

つなげよう脱原発の輪 

上越の会 会報 

発行責任者：植木史将 
3 . 1 1 を 忘 れ な い  

今 、 わ た し た ち に で き る こ と    
   

 

 

 

  

 
 

 

当会代表植木が、なくそテ原発・柏崎大

集会実行委員長として招かれ、新潟県の

現状と支援を訴えてきました。 
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福島からのメッセージ 

御先祖に守られた私達   

                                   斉藤敏子 

（現在：福島県郡山市在住、震災時：福島県浪江町在住） 

 

 私は千葉県に生まれ、東京育ちですが、縁あって主人のふるさ

と浪江で暮していました。何もない田舎は淋しくて、ホームシッ

クにかかりました。でも海あり山あり自然の美しい風景……そし 

て何より人情にあふれる地域・職場の人に囲まれ幸せにすごしていました。停年後は主人と二人で幼い

二人の孫の子守が何よりも喜こびで、笑顔が宝ものでした。所があの忌まわしい大地震に見舞われまし

た。その日私達は不思議としか言いようのない体験を二つ経験しました。 

 

 孫たちは海へのドライブが大好きで、午後は毎日のように４～５㎞離れた海岸へ行ってました。カモ

メを見たり砂浜で遊び、帰りは車の中で寝るのが日課でした。所があの日は午前から用事で海へは行け

ず、あの時刻は自宅に４人でおりました。 

 我家は築 70 数年の瓦屋根の古い建物で、ゆれと同時に茶の間から玄関に逃げたとたん、家が壊れま

した。幸い少しのすきまに閉じ込まれ、大声で助けを呼びました。ご近所の方が来てくれて、大変な苦

労の末、脱出する事が出きました。主人が腕に打撲を負った以外、孫が無事だったのが何よりうれしか

ったです。あの時間海に行ってたら津波にのまれて命がなかったでしょう。家の下敷きになり死んでも

おかしくない状況です。でも今こうして４人の命があるのは御先祖のお陰で奇跡としか言えません。い

つも私達家族を守ってくれている御先祖には感謝しかありません。数ヶ月たってから息子夫婦が危険を

顧みず壊れた家の中にもぐって、両親と祖父母の位牌を探してくれて、まずお寺さんから供養してもら

いました。 

 

 ３月 11 日より私達家族の悪夢のような避難生活がはじまりました。まるでジプシーのように、短か

い時は数日から長いのは数ヶ月という移動が、10 回を越えました。ようやく郡山のマンションに落ち

着いて５年……息子達とは仕事の関係で別々に暮してます。 

 地震は天災として諦めますが、原発事故は明かに人災です。東電からの説明では、どんな地震でも原

発は絶対安全だと、説明会の度に聞かされ、誰もが信じていました。 

 その後の東電の対応は、私達の苦労・悲しみを年々忘れ去る様でやりきれない思いです。マンション

の家賃も来年で打ち切りとなります。浪江には復興住宅を建設しましたが、私達のような車のない高齢

者は住める状況ではありません。そして何より、未だに空気を汚し続けている放射能が恐ろしいです。

ただ、ふるさとの復興は心より応援し続けます。 

 この様に、全ての人の人生が狂い、連綿と積みあげた大切な命・財産・家族や地域の絆・将来の夢、

失うものがあまりにも多いのです。今全国で原発の再稼働や再稼働に向けての取組みが行われています

が、事故の被害者として再稼働には絶対反対です。 

 

 時には、これからの事を考えると不安になったり、でも過去を

ふり返らず、前向きに明るく生きなければと、毎日葛藤のくり返

しです。将来ある子供達とかけがえのない命を守る為、これから

は原発に頼らない日本にしたいです。そして声を大にして言いた

いのは、私達被災者・被災地を忘れないでほしい事です。いまだ

に苦しみながら生きている人が大勢います。その意味でも原発全

てを日本から無くすのが私達の願いです。 
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内部被曝から守るために（第1４回） 

「日本食品の輸入規制」 

諸外国では日本食品の輸入規制はどうなっている

のでしょうか。農水省（HP）によれば、韓国、中

国、アメリカ、ロシアなどは「輸入停止」か「日本

政府の放射性物質検査証明書添付の義務付け」、ＥＵ

各国の全てで「検査証明書の要求」など、その他の

国もそれぞれの基準で自主検査をしています。 

７年経た今も深刻な状況は変わらない中、様々な

国民の要求や働きかけに国や自治体は積極的に動き

ません。こうなれば私たちが、働きかけと並行して

各自の判断で子や孫の命を守っていくことが大切で

す。積極的に汚染食品を避け、ビタミンミネラルを

も考えたバランスの良い食生活と十分な睡眠で自律

神経を正常にし、体の修復や放射能排泄機能をより

良く働かせていく事に尽きるでしょう(K.O） 

 

私の思い 
 

核・原子力と人間・自然は共存できない 

早津修（妙高市） 

福島第一原発の事故では広範囲に渡り宅地、農地、

山林、海が汚染されました。今でも帰ることができ

ないところがあり、除染も終わっていません。それ

どころか放射線に汚染された廃棄物が入ったフレコ

ンバックが積み上げられています。汚染水もたまり

続けています。 

 もし柏崎刈羽原発で事故が起こったら新潟県の農

業、漁業の被害は計り知れません。また中越沖地震

の時のような道路状況や、今年のように海岸地域で

大雪が降った場合、除雪は間に合わず交通渋滞にな

り避難は不可能。しかし避難計画は自治体に丸投げ

され、規制委は再稼働の要件とはしていません。こ

れが「世界最高水準の規制」といえるのでしょうか。 

 東電は何回となく情報や事故の隠蔽を繰り返して

きました。そしてこれだけ大きな事故を起こしても

誰も責任を取ろうとしません。人の命、生活より経

済性を優先する企業です。 

 使用済み核燃料、放射性廃棄物の処理をどうする

か、解決策がないまま未来に負の遺産を残してはな

りません。再稼働・新設を許さず、全国の原発を廃

炉に！ 核・原子力と人間・自然は共存できません。 

プロフィール 農業 柏崎刈羽原発運転差し止め訴訟の原告 

 

◇編集後記◇◆ 

▼私が住む山村ではまだ積雪が１ｍ。それでも気温が

上がりブナの木々は赤く芽を膨らませています。こう

いう年は雪中桜が楽しめるかも！わくわく。自然はい

つも違った表情を見せてくれます。 (Ｓ・Ｓ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

♥つなげよう脱原発の輪 上越の会 

代表：植木史将（090-4962-9633） 
 

フェイスブック、ホームページ、随時更新しています！ 

カンパ募集中です 
当会は皆様からのカンパで運営されています。 
ご協力よろしくお願いします。 

ゆうちょ銀行から…11260-13169471 

     名義：つなげよう脱原発の輪 上越の会 

ゆうちょ銀行以外から…ゆうちょ銀行・ｲﾁﾆﾊﾁ（一二

八）・普通預金・1316947 

     名義：つなげよう脱原発の輪 上越の会 

 

 

 ≪広告≫ 
 

 

広告募集いたします。 

（問い合わせ先 090-5799—7988） 

2018年9月 16日（日）、 

柏崎アルフォーレにて 

開催決定！！ 

ぜひご参加を！！ 

 

5年目の 

「なくそテ原発・柏崎大集会」 
 
原自連会長・城南信金相談役の吉原毅さ

ん、福島で復興に奮闘している渡部チイ子

さんがそれぞれお話しくださいます。デモ

行進ほか盛りだくさんの内容です。 

 

 


